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平成 21 年 10 月 15 日 議　会　だ　よ　り 第 62 号

　総務文教委員会に付託されました条例案件等５件、予算
案件３件について審査の結果を報告いたします。
　議第 81 号は、人吉市長等の給与及び旅費に関する条例
及び人吉市教育委員会の教育長の給与及び勤務時間に関す
る条例の一部を改正する条例の制定であります。
　これは、「生活保護に係る職員の不祥事」、「平成 20 年
度予算執行未払い事案」等の不祥事について、市長及び
特別職の責任を明らかにするものであります。ちなみに
平成 21 年 10 月１日から、市長が 10 分の２の３カ月、副
市長が 10 分の１の３カ月、教育長が 20 分の３の１カ月、
監査委員が 20 分の３の１カ月給料の減額を行うものであ
ります。
　議第 82 号人吉市行財政経営検討委員会設置条例は、人
吉市が資本金、基本金等を出資している第３セクターの将
来にわたる経営の健全化に関し、必要な検討を行うもので
あります。
　議第 83 号人吉市補助金審査委員会設置条例は、人吉市
補助金基本条例に基づくものであります。
　その他に議第 84 号人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例。議第 87 号公用車
接触事故の損害賠償案件があります。何れも慎重に審査を
行い全会一致認める事に決しました。
　議第 70 号平成 21 年度一般会計補正予算であります。歳
出の主なもの、１款議会費で備品購入費 300 万円は議長車

の買替え。２款総務費で備品購入費 300 万円は市長車の買
替えであり、環境対応車となります。
　９款消防費委託料 845 万３千円は、デジタル防災行政
無線の電波伝搬調査費であります。10 款教育費には備品
購入費として、理科・算数等実験用具を、全小学校に総額
574 万６千円、全中学校に総額 295 万８千円を増額補正。
太陽光発電設置工事費として、全小学校に総額２億 2048
万３千円。全中学校に総額１億 6,702 万１千円を増額補正
いたしております。
　議第 71 号平成 21 年度人吉球磨地域交通体系整備特別会
計補正予算に、くま川鉄道㈱助成のため、基金から 3,452
万６千円を繰入れ補正を行っております。ほかに議第 72
号人吉市カルチャーパレス特別会計補正予算があります。
案件については、現地調査を行い、慎重に審査し、採決の
結果認めることに決しました。

　厚生委員会に付託されました条例案件・予算案件につい
てご報告をいたします。　　　　　　　　
＜条例案件＞　議第 86 号「人吉市国民健康保険条例の一
部を改正する条例の制定について」は、健康保険法施行令
等の一部を改正する政令が公布され、平成 21 年 10 月１
日から平成 23 年３月 31 日までの間の出産育児一時金「35
万円」から「39 万円」とするものです。
＜予算案件＞　議第 70 号平成 21 年度「人吉市一般会計補
正予算」（４号）の主なものは、２款・２項・１目税務総
務費の 918 万３千円は社会情勢の悪化による法人市民税の
９月以降の見込みに伴う還付金など。２目賦課徴収費の 57
万３千円の増は滞納整理に伴う差し押さえ動産の公売会に
要する費用。３款・１項・１目・13節委託料の 377 万５千
円は安心生活創造事業として、地域福祉推進専門員を市社
協に１名採用する人件費等。３款・２項・１目児童福祉費・
13 節委託料の 3,600 万円は経済危機対策として、就学前児
の３～５才児に一人当り３万６千円を給付するもの。４款・
１項・４目健康増進費の 759 万４千円は女性特有のがん検
診推進事業で、子宮頸がん検診を 20 ～ 40 才に、乳がん検
診を40～60才に推進する経費。　議第73号平成21年度「人
吉市国民健康保険事業特別会計補正予算」（第３号）は歳
入歳出予算の総額に歳入歳出３億 3,321 万８千円を追加し、
歳入歳出予算の総額を 49億 6,143 万３千円とするもの。歳
入で主なものは、３款・２項・１目で新設の出産育児一時

金補助金の 76 万円。歳出で２款・３項・１目の出産育児
一時金 149 万円は、４万円引上げの 38 件分の負担金であ
ります。　議第 77 号平成 21 年度「人吉市水道事業特別会
計補正予算」（第２号）の主なものは、（資本的収入及び支
出）で１款・１項・１目構築物費の 95 万円の増で茂ケ野
水源地保護地購入費の２筆分等。　議第 78 号平成 21 年度
「人吉市公共下水道事業特別会計補正予算」（第２号）の主
なものは、歳入で、７款・２項・１目雑入の 395 万３千円、
これは人吉浄水苑の機械・電気設備改築更新工事により発
生した撤去物の一般競争入札の売却処分金です。歳出で１
款・１項・１目事業費の 513 万６千円は下水道管渠設計と
人吉浄水苑機械電気設備改築更新工事の委託料です。
　条例１件・予算７件原案どおり認めることに決しました。

人吉城歴史館を視察する総務文教委員会

議案を審査する厚生委員会

●委員長　下田代　勝　　●副委員長　川野　精一
●委　員　西　信八郎・永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・大王　英二総務文教委員会報告

●委員長　田中　　哲　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　豊永　貞夫・笹山　欣悟・三倉　美千子・簑毛　正勝厚生委員会報告
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　当委員会に付託を受けました案件につきまして審査の結
果を報告いたします。
　まず、平成 21 年度人吉市一般会計補正予算でありますが、
当委員会では労働費総額 2,130 万１千円、農林水産業費総
額 5,599 万４千円、商工費総額 1,608 万４千円、土木費総額
４億 6,669 万５千円、災害復旧費総額 571 万円のいずれも増
額補正について審査をいたしました。以下、主なものについ
て報告いたします。
　労働費については、緊急雇用創出事業及びふるさと雇用再
生特別交付金事業として全額を県からの補助金で賄うもの
でありまして、市内保育園等から申請のあった雇用支援事業
に対する委託料であります。
　農林水産業費のうち報償費の 382 万円は、シカ 380 頭、サ
ル 10 匹の捕獲計画に基づく鳥獣被害対策に要する費用の総
額であります。
　商工費のうち補助金 422 万９千円は、人吉市西九日町商店
街振興組合の地域商店街活性化事業（アーケード撤去など）
に対する補助金であります。又、観光費のうちの委託料 789
万２千円は、設置後 12 年が経過した駅前からくり時計の制
御装置、人形などの修理代です。
　土木費のうち主なものは、地域活力基盤創造交付金事業に
よる人吉駅前広場整備事業に要する費用２億 7,700 万円の増
額補正であります。この事業は、観光振興策の一環として人
吉駅前広場の大改造を行うものでありますが、事業概要は整

備面積約10,000㎡、道路部分を含めて13,400㎡でありまして、
整備内容はロータリー、広場、駐車場、回廊、シェルター、
駐輪場、照明灯、からくり時計移設、植栽などのほとんどが
新規設置となる大掛りなもので、工期は今年 11 月から来年
３月までの５ヵ月間となっております。同じく土木費のうち
公園整備費 750 万円は、石野公園の一角にバラ園を整備する
ために計上された予算でありますが、現地確認調査を含む審
査の結果全会一致で附帯決議を付することに決しました。
　災害復旧費につきましては、７月 24 日から 26 日にかけて
発生した豪雨被害に対する復旧工事費であります。
　以上、補正予算案について慎重審査の結果、全会一致で
認めることに決しました。なお、このほかに特別会計条例、
国民宿舎特別会計、陳情案件１件について審査をし、全員異
議なく認めることに決しております。

石野公園を視察する経済建設委員会

●委員長　森口　勝之　　●副委員長　松田　　茂
●委　員　井上　光浩・村上　恵一・福屋　法晴・立山　勝徳・山下　幸一経済建設委員会報告

　予算委員会に付託されました『議第 70 号　平成 21 年度
人吉市一般会計補正予算（第４号）』のうち「第１条歳入
歳出予算のうち、歳入（全款）」並びに「第２条地方債の
補正につきまして審査の結果を報告いたします。
　今回の補正予算は 11億 5,523 万２千円を追加し歳入予算
額を 152 億 9,439 万４千円とするものですが、そのほとん
どが国の経済危機対策臨時交付金や公共投資臨時交付金、
補正予算債などによる補正及び国県の補助事業の内示及び
交付決定などによる補正です。
　質疑の主なものは、経済危機対策について、未実施分の

補助金は凍結するとあったが、①その後国から何らかの情
報はあったか②新しい政権が凍結すれば、歳入欠陥になる
が、その場合、どのような手だてを考えているかとの質疑
に対し、①現在は新聞報道以外の情報はない②国の方針が
判明した時点で本格的に事業に着手するように国県の情報
を見極めながら進めたいと考えている。歳入欠陥はないと
思うが、熊本県の基金事業で影響を与えるものも今回計上
しているので、国の動向を見極めながら進めていきたいと
の答弁でした。
　全議員による審査の結果、賛成多数で原案どおり決しました。

　９月定例会にあたっては、採択閉会までに６回の委員会を
開催いたしました。
　まず、議会運営委員会に付託を受けました陳第 23 号百条
調査委員会設置を求める陳情について審査の結果を報告い
たします。
　紺屋町南町線外１線の用地買収に対する補償金の一部を
返還するよう求めた住民監査請求の監査結果について、また
議会経済建設委員会の審査結果について納得されておらず、

証人喚問や記録提出の要求ができ、強制力を持つとされる
百条調査委員会を設置してほしいというもの。審査の結果、
既に経済建設委員会の中で慎重に法に照らし審査され、議会
において一定の結論も出ていること。また水量検査は法的に
みて必要と判断し、全会一致で「不採択」と決しました。
　そのほか提出議案・陳情・会期日程・議案質疑・一般質問
の取扱い・陳情の付託先・追加提出予定議案・決算特別委員
会の設置及び意見書案等について審議いたしました。

●委員長　三倉　美千子　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　全議員予算委員会

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　西　信八郎
●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・田中　哲・立山勝徳・下田代勝議会運営委員会
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　９月定例会においての特別委員会審査は、第３回目の委
員会となり審議事項は「第４回ダムによらない治水につい
て」と「人吉市洪水ハザードマップ」の２項目について審
議を行っております。８月３日に第２回の特別委員会を開
催し、国土交通省及び熊本県の担当者から、「第４回ダム
によらない治水を検討する場」において示された治水対策
案（河道掘削、引堤、市房ダム再開発、遊水地）について、
説明を受けた上で、再度、質疑及び意見をまとめ、今後の
特別委員会として、どのような対応をしていくのか、検討
いたしました。
　委員からは、第４回ダムによらない治水を検討する場で
示された治水対策案についての意見として、「現在示され
ている治水対策案を客観的に判断するために、事業費の比
較検討は重要であり、事業費の早急な提示を求めるべきで
はないか」、「手段、手法は別として、まず安全度の議論が
ないと次に進めない。国・県に対しその点の整備を求めた
い」、「ダムによらない治水対策を求める上で、安全度につ
いて執拗に見解を求めるのは不適切だと考える」などの意
見が出されました。
　今後の特別委員会としては、「これまでの自民党政権下

での河川行政だったが、民主党政権下では相当変わってく
ると思われる。今はアクションが起こしにくい状況で、推
移を見守る必要がある」、「政権交代となっても流域住民の
生命と財産を守るための治水対策をやっていかなければな
らないことには、変わりはない、国土交通省の考えも変わ
るかもしれないので、推移を見守った上で対応すべき」、「御
溝川等毎年被害に遭われている地域の水害対策について委
員会としても積極的に関与してはどうか」などの意見が出
され、当面、国政の推移を見守り、時期を見極めながら国・
県へ適切な対応を求めることとしました。
　次に「人吉市洪水ハザードマップ」については、18 年
度作成時との比較も踏まえ説明を受け、今回のハザード
マップは、前回の球磨川を中心とした全体地図に、県管理
河川 13 河川の浸水想定区域を追加するもので、その他、
土砂災害区域、特別警戒区域指定箇所の土石流流出範囲の
追加、避難所及び避難ルートの再検討がなされるとのこと
で、原案作成後、議会、災害対策支部への説明を行い、市
民の意見聴取を踏まえ、来年５月から６月頃に市内各世帯
へ配布予定とのことであります。

　今年６月定例会で新しく設置しました本特別委員会は、
官公庁施設、社会福祉施設、医療施設、学校や図書館など
の公益的施設に係わる諸問題について審議するために設置
しましたが、大別して３つの課題を持っています。１点目
は、人吉総合病院の移転建設問題、２点目は、市庁舎移転
に関する問題、３点目は、その他の公共施設の利活用問題
であります。
　この中で人吉総合病院の移転建設問題は最も喫緊の問題
でありますので、この問題を集中的に審議することにいた
しました。執行部の説明によりますと、現在の総合病院は、
外来棟が築後 40 年、入院棟が築後 30 年経過しており、老
朽化、耐震化を理由に移転建設計画がされています。一方
国は、厚生年金会館や、厚生年金病院などの年金福祉施設
については、５年以内に廃止や売却をすることを決定して
おり、それを受けて平成 17 年に「年金・健康保険福祉施
設整理機構（ＲＦＯ）」が設立され総合病院もこの機構に
移管されています。更に平成 22 年９月 30 日までに譲渡先
を決定しなければならない状況ですが、病院側が希望する
移転候補地の条件として、次のような希望があっておりま

す。建物の高層化による対応もできるものの、将来の拡張
や建て替えも考慮して延面積が２万㎡～３万㎡の敷地を有
すること、市有地又は用地交渉が必要でないこと、水道・
電気・下水道などの都市インフラが完備していること、広
域性の機能を有していること、周辺環境がよく移転スケ
ジュールをクリアできること。一方人吉市としても、移転
問題ついては全面的に支援する立場から「総合病院等人吉
市土地利用対策会議」、さらにその下に作業部会を立ち上
げ、当初 11 カ所の候補地を病院側に提示しましたが、あ
くまでも市有地を強く望まれており、最終的に行政経営会
議を経て次の３カ所に絞り込んだとのことであります。１
カ所は市庁舎別館周辺、２つ目は梢山工業団地内、３つ目
は能力開発センター周辺であります。これらはいずれもク
リアしなければならない問題を抱えており、人吉市の立場、
総合病院や市民利用者など各々の立場からのメリット・デ
メリットなどを比較検討するため、２回の特別委員会を開
いて執行部からの提案説明を受け審議していますが、タイ
ムリミットといわれる 10 月には１ヵ所に絞り込むことと
しております。

●委員長　山下　幸一　　●副委員長　村上　恵一
●委　員　井上　光浩・豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之
　　　　　田中　　哲・本村　令斗・下田代　勝

球磨川水系の治水及び防災
に 関 す る 特 別 委 員 会

●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　三倉　美千子
●委　員　松岡　隼人・笹山　欣悟・西　信八郎・松田　　茂
　　　　　永山　芳宏・福屋　法晴・仲村　勝治

公益的施設の適正配置
に 関 す る 特 別 委 員 会
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ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て

立
山　

勝
徳

問　

経
済
危
機
対
策
の
ス
ク
ー
ル
・

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
事
業
で
内
示
が

あ
っ
た
事
業
と
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
事
業
は
。

答　

認
め
ら
れ
た
の
は
学
校
耐
震

化
事
業
、
太
陽
光
発
電
事
業
、

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
。
エ
ア
コ
ン

を
取
付
け
る
事
業
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

問　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
ど
こ
に
取
付

け
、
発
電
し
た
電
気
の
利
用
と

余
っ
た
電
気
の
処
分
、
必
要
な
付

帯
設
備
は
。

答　

パ
ネ
ル
は
屋
根
に
取
付
け
、
発

電
し
た
直
流
を
交
流
に
変
え
る
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
日
射
計
、

気
温
計
、
発
電
モ
ニ
タ
ー
、
デ
ー

タ
ー
収
集
装
置
、
売
電
用
積
算
電

力
計
。
学
校
内
で
利
用
し
余
れ
ば

売
電
す
る
。

問　

維
持
管
理
費
、
予
測
さ
れ
る
発

電
料
、
経
済
効
果
は
。

答　

無
人
自
動
運
転
の
た
め
維
持
管

理
費
は
要
ら
な
い
。
全
小
中
学
校

で
二
十
六
万
五
千
kw
ｈ
、
年
間
電

気
使
用
の
一
二
％
～
二
七
％
の
節

約
、
電
気
料
で
二
〇
〇
万
円
～

五
〇
〇
万
円
。

問　

教
育
へ
の
活
用
は
。

答　

教
育
に
活
用
す
る
た
め
協
議

す
る
。

※　

こ
の
他
に
、
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
、
新
学
習
指
導
要
領
、

市
長
の
政
治
姿
勢
（
特
定
候
補
者

の
後
援
会
長
と
市
民
へ
の
公
平
、

公
正
）
に
つ
い
て
質
問
。

御
溝
川
問
題
、
林
業
問

題
ほ
か
一
件

田
中　
　

哲

問　

以
前
の
私
の
質
問
で
、
第
二
放

水
路
は
平
成
十
九
年
度
が
完
成
予

定
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
二
年
経

て
も
工
事
着
手
さ
え
で
き
て
い
な

い
が
。

答　

御
溝
川
第
二
放
水
路
検
討
会
を

立
ち
上
げ
、
早
期
に
計
画
が
進
む

よ
う
に
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
地

元
の
貴
重
な
意
見
を
取
り
入
れ
た

計
画
を
県
の
方
で
検
討
い
た
だ
い

て
い
る
。
着
工
年
度
、
完
成
年
度

は
確
定
し
て
い
な
い
。
浸
水
被
害

軽
減
対
策
の
ポ
ン
プ
圧
送
に
つ
い

て
は
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
県
と
協
議
し
て
い
く
。
実
害
補

償
に
つ
い
て
は
現
在
床
上
浸
水
で

五
千
円
の
見
舞
金
が
あ
る
が
、
特

別
補
償
・
支
援
に
つ
い
て
は
他
市

の
状
況
、
事
例
を
調
査
し
た
い
。

※　

県
産
材
の
需
要
促
進
施
策
を
質

し
た
中
で
、
市
長
は
地
元
産
材
の

使
用
を
条
件
と
し
た
奨
励
金
の
基

金
創
設
の
考
え
に
つ
い
て
、
一
つ

の
案
と
は
思
う
が
、
現
在
の
財
政

で
は
大
変
難
し
い
。
し
か
し
何
ら

か
の
方
策
が
必
要
と
答
弁
。な
お
、

あ
さ
ぎ
り
町
の
大
規
模
製
材
工
場

に
つ
い
て
は
現
在
計
画
的
に
原
木

消
費
を
行
っ
て
い
る
。
決
算
は
公

表
で
き
な
い
。
既
存
の
製
材
所
、

市
場
に
は
影
響
は
出
て
い
な
い
。

製
品
は
全
部
県
外
に
出
荷
し
て
い

る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
除
菌
対
策
に
つ
い
て

川
野　

精
一

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

予
防
策
と
し
て
、
小
中
学
校
に
介

護
施
設
等
で
も
利
用
の
進
む
微
酸

性
次
亜
塩
素
酸
水
噴
霧
に
よ
る
、

安
全
な
空
間
除
菌
を
取
り
入
れ
て

は
。

答　

現
在
、
県
教
育
委
員
会
や
保
健

所
か
ら
の
通
知
・
指
導
に
従
い
予

防
対
策
を
図
っ
て
い
る
。
保
健
室

等
を
除
菌
す
る
よ
う
な
対
策
の
検

討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　

現
在
、
中
学
校
に
配
置
の
な
い

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し

て
ほ
し
い
。

答　

中
学
校
か
ら
の
要
望
は
あ
る
も

の
の
、
期
待
さ
れ
る
役
割
の
難
し

さ
や
人
材
の
確
保
、
財
源
な
ど
が

問
題
。
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る

の
で
、
各
中
学
校
の
実
情
を
把
握

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

そ
の
他
の
支
援
事
業
と
し
て
、
二

中
に
は
、
不
登
校
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
各
一
名
。
一
中
、
二
中
、
西
小

へ
の
心
の
教
育
相
談
員
を
各
一
名

ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

問　

二
中
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

集
団
感
染
報
道
の
誤
報
へ
の
対

応
は
。

答　

事
実
と
異
な
る
報
道
が
な
さ

れ
た
の
で
、
人
吉
保
健
所
と
県

健
康
危
機
管
理
課
へ
訂
正
を
申

し
出
た
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員

に
つ
い
て

豊
永　

貞
夫

問　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
今
年

度
は
三
名
増
員
し
、
合
計
十
名
の

支
援
員
が
本
市
の
各
小
学
校
へ
配

置
さ
れ
、
学
校
現
場
や
保
護
者
か

ら
好
評
を
得
て
い
る
よ
う
だ
。
中

学
校
へ
の
配
置
は
さ
れ
て
い
な
い

が
、
小
学
校
も
含
め
、
中
学
校
へ

の
配
置
、増
員
の
考
え
は
。
ま
た
、

東
間
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

通
級
教
室
（
東
間
教
室
）
の
中
学

校
へ
の
設
置
の
考
え
は
。

答　

ほ
と
ん
ど
の
市
内
小
中
学
校
長

か
ら
支
援
員
の
新
規
配
置
及
び
増

員
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
の
人
数
の

た
め
、
小
中
学
校
の
実
情
を
総
合

的
に
判
断
し
配
置
を
決
定
し
た

い
。
ま
た
、
通
級
教
室
も
必
要
性

は
十
分
認
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
、
民
主

党
圧
勝
と
い
う
結
果
を
市
長
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
。

答　

今
後
、
民
主
党
を
中
心
と
し
た

新
政
権
に
よ
る
国
政
運
営
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
地
域
主
権

を
確
立
し
、
基
礎
自
治
体
を
重
視

す
る
と
い
う
政
治
姿
勢
に
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※　

他
、
新
政
権
下
で
の
本
市
へ
の

今
後
の
影
響
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

笹
山　

欣
悟

問　

救
急
車
の
出
動
要
請
が
あ
り
、

患
者
を
搬
送
す
る
際
に
受
入
れ
先

が
決
ま
ら
ず
、
二
十
～
三
十
分
程

救
急
車
が
動
か
な
か
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
。
市
は
実
態
を
把
握
し
て

い
る
か
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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答　

市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
下

球
磨
消
防
組
合
へ
の
問
い
合
わ

せ
に
よ
る
と
、
実
際
に
発
生
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が

一
回
で
の
受
入
れ
で
あ
る
が
、
平

成
十
九
年
で
一
一
九
五
件
の
内
、

一
回
で
の
受
入
れ
が
一
一
四
二

件
、
二
回
か
ら
四
回
で
の
受
入

れ
が
五
三
件
、
平
成
二
十
年
で

九
八
四
件
の
内
、
一
回
で
の
受
入

れ
が
九
一
三
件
、
二
回
か
ら
六
回

で
の
受
入
れ
が
七
一
件
と
な
っ

て
い
る
。

問　

今
後
、
市
と
し
て
何
を
な
す
べ

き
と
考
え
る
か
。

答　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
緊
急

性
を
持
っ
て
医
療
体
制
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。
人
吉
球
磨
全
体

の
医
療
環
境
整
備
と
医
師
不
足
解

消
を
早
急
に
図
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

※　

そ
の
他
、
教
育
問
題
か
ら
高
校

の
中
途
退
学
に
つ
い
て
、
農
業
問

題
か
ら
噴
霧
消
毒
機
の
購
入
に
つ

い
て
、
畦
畔
管
理
に
つ
い
て
、
有

害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策

本
村　

令
斗

問　

厚
労
省
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
関
わ
る
通
達
で
「
受
診
前

に
市
町
村
の
窓
口
に
納
付
相
談
や

保
険
料
納
付
の
た
め
に
訪
れ
る
こ

と
は
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
必

要
性
か
ら
避
け
る
必
要
が
あ
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
国
保
税
未
納
の

資
格
証
明
交
付
世
帯
に
対
し
、
短

期
保
険
証
を
発
行
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
こ
れ
は
早
急
に
病
院

に
行
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の

よ
う
な
措
置
を
行
う
べ
き
。

答　

感
染
拡
大
の
兆
候
が
見
ら
れ
る

場
合
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
本
部
と
連
携
し
、
適
切
に
対
応

し
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
の
川
辺
川
ダ
ム
建
設

促
進
協
議
会
の
民
意
に
反
し
た
行

為
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
こ
の
協

議
会
は
一
度
解
散
し
、
新
た
な
ダ

ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
求
め
る
会

と
し
て
結
成
す
る
こ
と
が
道
理
で

は
な
い
か
。

答　

ま
ず
は
目
的
と
名
称
の
変
更

が
上
策
。
そ
う
な
ら
な
い
場
合

は
、
提
案
の
対
応
策
も
一
考
か

と
思
う
。

問　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
高
速
バ

ス
か
ら
降
り
て
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
、
自
家
用
車
で
の
迎
え
を
待

つ
場
所
に
、
屋
根
や
ベ
ン
チ
付
の

待
合
所
が
で
き
な
い
か
。

答　

産
交
バ
ス
が
、
バ
ス
停
改
善

策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

雇
用
対
策
・
ナ
イ
タ
ー

施
設
の
復
活
に
つ
い
て

福
屋　

法
晴

問　

企
業
誘
致
推
進
室
の
事
業
活
動

と
東
京
事
務
所
で
の
派
遣
職
員
の

仕
事
内
容
に
つ
い
て
。

答　

企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
参
加
、
関

東
・
関
西
・
南
九
州
地
域
へ
の
誘

致
活
動
、
県
の
企
業
立
地
課
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

問　

企
業
誘
致
・
駅
前
開
発
で
の
地

場
産
業
育
成
に
よ
る
雇
用
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
地
元
企
業
に
工
事

発
注
を
し
て
ほ
し
い
。

答　

企
業
誘
致
を
図
り
雇
用
の
確
保

を
行
い
、
若
年
層
の
県
外
流
出
を

防
ぐ
。
市
発
注
の
公
共
事
業
に
つ

い
て
は
、地
元
で
出
来
る
も
の
は
、

地
元
に
お
願
い
す
る
。

問　

多
目
的
運
動
広
場
の
実
施
計
画

を
早
急
に
始
め
て
ほ
し
い
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
進
め
る
こ
と

は
人
吉
市
の
重
要
施
策
で
あ
り
、

実
施
計
画
書
の
位
置
づ
け
を
早
急

に
行
い
実
現
に
向
け
協
議
を
実
施

し
た
い
。

問　

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
が
、
一
中

校
区
だ
け
に
な
い
の
で
、
設
置
で

き
な
い
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
、
健
康
な
生

活
豊
か
な
人
間
関
係
を
生
み
出
す

も
の
で
、
整
備
は
重
要
で
、
今
後

調
査
を
行
い
た
い
。

危
機
管
理
体
制
を
問
う

松
岡　

隼
人

問　

人
吉
市
の
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の

う
ち
情
報
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
現
在
、
外
部
委
託
を
さ
れ
て

い
る
。

　
　

保
守
、
監
理
に
人
手
が
か
か
ら

な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
と
、
透
明

性
や
安
全
性
へ
の
不
安
、
契
約
方

法
が
随
意
契
約
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　
　

自
庁
導
入
と
い
う
方
向
性
も
含

め
今
後
の
管
理
運
営
方
法
は
。

答　

外
部
委
託
に
よ
る
管
理
を
続
け

た
い
が
、
他
市
の
状
況
を
参
考
に

調
査
研
究
を
行
い
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化
の
た
め
の
取
り
組
み
も

進
め
る
。

問　

人
吉
市
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
推
進
事
業
に
関
し
て
、
調
査
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
工
事
施

工
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
・
保
守
運
用

と
細
分
化
し
て
発
注
す
べ
き
だ
っ

た
と
思
う
。

　
　

今
回
、
設
計
・
施
工
監
理
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
一
括
し
て
発
注
さ
れ

た
理
由
は
。

答　

通
信
事
業
と
い
う
特
異
性
か

ら
、
ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
か
に
よ
っ
て
設
計（
仕
様
等
）

が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
。

※　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
、

麓
町
矢
黒
線
の
景
観
に
配
慮
し
た

工
事
に
つ
い
て
も
質
し
ま
し
た
。

農
地
法
一
部
改
正
に
お

け
る
影
響
と
対
応
策
は

西　

信
八
郎

問　

農
地
の
貸
借
規
制
を
緩
和
し
効

率
的
な
利
用
を
目
的
と
す
る
農
地

法
の
一
部
改
正
が
成
立
、
六
月

二
十
四
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
本
市
農
業
へ
の
影
響
と
市

の
対
応
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

農
地
取
得
者
が
増
え
、
農
家
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
認
定
農

業
者
や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
が

難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
本
市
の
農
業
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
担
い
手
育

成
と
確
保
に
努
め
る
。

問　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
と

地
デ
ジ
難
視
聴
地
域
解
消
事
業
の

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
利
用
者
の

負
担
は
発
生
す
る
の
か
。

答　

着
工
時
期
、
完
了
時
期
、
供
用

開
始
時
期
は
、
概
ね
、
年
内
に
は

着
工
し
、来
年
度
の
九
月
頃
完
了
、

十
月
頃
に
は
供
用
開
始
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
負
担
に
つ
い
て

は
、
今
回
整
備
さ
れ
る
地
域
で
新

た
な
利
用
者
負
担
が
発
生
し
な
い

よ
う
既
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
て

い
る
地
域
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
確

保
に
努
め
る
。

※　

他
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
取
り
組
み
と
小
児
メ
タ
ボ
対

策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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学
校
給
食
費
の
滞
納
他
、

石
野
公
園
の
駐
車
場

三
倉　

美
千
子

問　

過
去
十
二
年
間
の
①
滞
納
額
の

累
計
②
平
成
十
八
年
度
か
ら
三
年

間
の
滞
納
額
の
推
移
③
支
払
い
能

力
が
あ
る
滞
納
保
護
者
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
④
昨
年
十
二
月
議
会

で
質
問
し
た
口
座
引
落
と
し
制
度

お
よ
び
連
帯
保
証
人
制
度
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
。

答　

①
総
額
五
八
一
万
五
〇
〇
円
、②

十
八
年
度
一
四
一
万
五
〇
二
六
円
、

十
九
年
度
一
四
五
万
八
二
八
七
円
、

二
十
年
度
一
九
〇
万
四
〇
四
二
円

で
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
③
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
を
課
す
か
否
か
慎
重
に

と
考
え
て
い
る
。
④
学
校
給
食
運

営
委
員
会
の
内
部
組
織
で
あ
る
滞

納
対
策
専
門
部
会
等
で
検
討
協
議

を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は
、
市
内

小
中
学
校
の
全
保
護
者
に
滞
納
対

策
を
強
化
し
た
内
容
の
文
書
を
配

布
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
㋑
滞
納

保
護
者
へ
の
催
告
状
送
付
㋺
呼
び

出
し
㋩
呼
び
出
し
に
応
じ
な
い
場

合
は
職
場
へ
出
向
い
て
徴
収
等
。

※　

他
に
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
あ
る
「
子
ど
も
手
当
」
を
利
用

し
た
給
食
費
の
無
料
化
、
石
野
公

園
の
障
が
い
者
用
駐
車
場
の
案
内

板
を
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
検
討

を
要
望
し
ま
し
た
。

保
護
者
が
閲
覧
で
き
る

教
科
書
の
展
示
を仲

村　

勝
治

問　

来
年
度
か
ら
使
用
す
る
教
科
書

用
図
書
を
採
択
し
た
手
順
は
。

答　
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書

用
図
書
の
無
償
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
一
市
九
町
村
が
採
択
地
区

で
共
同
選
定
し
て
い
る
。
球
磨
郡

市
の
教
育
委
員
会
が
協
議
会
を
設

置
。こ
の
協
議
会
に
選
定
委
員
会
、

研
究
員
会
を
設
置
し
、
教
科
書
を

選
定
。
協
議
会
よ
り
市
町
村
教
育

委
員
会
に
報
告
し
、
各
教
育
委
員

会
で
決
定
、
採
択
す
る
。

問　

教
科
書
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
西
小
学
校
に
お
い
て
、
採
択
の

対
象
と
な
っ
た
教
科
書
の
見
本
が

展
示
さ
れ
閲
覧
で
き
た
が
、
保
護

者
の
関
心
は
低
く
閲
覧
者
は
少
な

か
っ
た
。
も
っ
と
関
心
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
①

展
示
時
間
の
延
長
。
ま
た
、土
曜
、

日
曜
、
祭
日
の
展
示
。
②
展
示
場

所
の
検
討
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
、
図

書
館
な
ど
）。

答　

三
つ
の
項
目
は
、
県
教
育
委
員

会
の
所
管
で
あ
り
、
県
と
協
議
し

て
い
く
。

※　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
の
促
進

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

九
月
議
会
で
次
の
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
機
関
へ
提

出
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
執
行
凍

結
に
反
対
す
る
意
見
書

　

政
府
に
お
い
て
は
、
経
済
危
機
対
策
と
し
て

成
立
し
た
約
十
四
兆
七
千
億
円
の
補
正
予
算
の

う
ち
、
未
執
行
分
に
つ
い
て
は
執
行
凍
結
を
行

う
方
針
を
固
め
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
地
方
自
治
体

が
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
て
、
経
済
危
機
対

策
を
予
算
化
し
す
で
に
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
経
済
危
機
対
策
関
連

予
算
が
凍
結
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
景
気
回
復
の
た
め
、
市
民
の
生
活
を

守
る
た
め
に
進
め
て
き
た
施
策
が
全
て
無
に
な

る
ば
か
り
か
、
国
と
の
約
束
で
行
っ
た
事
業
の

た
め
に
新
た
な
負
担
が
地
方
に
生
じ
る
こ
と
に

な
り
、
地
方
の
雇
用
や
福
祉
な
ど
住
民
生
活
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
国
と
地

方
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

国
と
地
方
の
信
頼
関
係
を
無
く
さ
な
い
た
め

に
も
、
国
と
国
民
と
の
信
頼
関
係
を
無
く
さ
な

い
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
く
景
気
を
回
復
さ
せ
、

安
心
し
て
市
民
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
、
経
済
危
機
対
策
関
連
予

算
の
執
行
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
方

公
共
団
体
の
実
情
を
認
識
い
た
だ
き
、
平
成

二
十
一
年
度
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
凍
結
す
る
こ
と
な
く
執
行
さ

れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て
適
正
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書

　

私
た
ち
の
ま
ち
人
吉
の
、
中
心
市
街
地
に
程
近
く
、

閑
静
な
住
宅
地
で
あ
る
人
吉
市
東
間
下
町
字
小
宇
土

二
九
二
六
番
に
産
業
廃
棄
物
（
中
間
）
処
理
施
設
が
建
設

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
施
設
の
必
要
性
は

認
め
る
も
の
の
、
地
域
住
民
を
中
心
に
建
設
反
対
署
名
活

動
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
計
画
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

い
ま
だ
混
沌
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
二
十
一
年
九
月
九
日
付

け
文
書
に
お
い
て
、
設
置
予
定
者
に
対
し
熊
本
県
産
業
廃

棄
物
指
導
要
綱
の
規
定
に
基
づ
く
事
前
協
議
終
了
の
通
知

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
下
記
事
項
を
初
め
と
し
て
、
産
業
廃
棄
物
（
中

間
）
処
理
施
設
の
建
設
に
係
る
事
項
の
適
正
な
対
応
を
、

強
く
要
望
し
ま
す
。

記

一　

地
域
住
民
と
設
置
予
定
者
の
協
議
は
、
現
在
も
継
続

中
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。
ま
た
、
県
が
中
心

と
な
っ
て
、
協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
努
力
す
る
こ
と
。

二　

企
業
サ
イ
ド
の
理
論
の
み
に
傾
く
こ
と
な
く
、
地
域

住
民
の
民
意
を
く
む
こ
と
に
も
傾
注
す
る
こ
と
。

三　

地
域
住
民
が
抱
い
て
い
る
、
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た

る
懸
念
事
項
に
対
し
、
十
分
に
対
応
す
る
よ
う
設
置
予

定
者
を
指
導
す
る
こ
と
。

四　

そ
の
他
、
地
域
住
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
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朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
秋

の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　

夏
の
陣
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
お
い
て
与
野
党
逆
転
の
末
、
鳩

山
内
閣
が
発
足
致
し
ま
し
た
。
今

後
の
政
策
方
針
に
、
国
内
外
よ
り

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、九
月
定
例
議
会
も
終
わ
り
、

今
回
は
十
一
名
の
議
員
が
執
行
部
に

対
し
て
、
質
疑
を
含
め
た
一
般
質
問

を
し
ま
し
た
。
新
政
権
の
動
向
を
踏

ま
え
た
質
問
で
は
、
社
会
保
障
、
経

済
問
題
等
多
岐
に
わ
た
り
議
論
が
展

開
さ
れ
、
本
市
と
し
て
今
後
対
応
に

苦
慮
す
る
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

人
吉
市
議
会
と
し
て
、
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
何
が
一
番
大
切
で
あ
る

か
を
考
え
、
地
方
か
ら
の
声
を
国
に

伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て

痛
感
致
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
の
代
弁
者
」
で
あ
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
分
か
り
や
す
く
正
確

な
情
報
源
と
し
て
の
「
議
会
だ
よ

り
」
作
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き

秋
で
あ
り
ま
す
様
に
。

（
文
責
：
井
上　

光
浩
）

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委
　
　
員
／
松
岡
隼
人
　
　
井
上
光
浩

　
　
　
　
　
松
田
　
茂
　
　
田
中
　
哲

　
　
　
　
　
本
村
令
斗
　
　
下
田
代
勝

次
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す
。

編

集

後

記

請　願　・　陳　情　の　審　査　結　果　に　つ　い　て
委　員　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

議会運営委員会 百条調査委員会設置を求める陳情 不 採 択
厚 生 委 員 会 産業廃棄物処理施設計画中止の意見書提出を求める陳情 継続審査

経済建設委員会

国の責任で、安心・安全な国土づくりを求める意見書提出に関する陳情 継続審査
「仕事のない事業組合への 4000 万円以上もの血税のムダ遣いをやめて、事業組合の
解散を決議すること」を求める陳情 継続審査

地元産材利活用に関する陳情 採 択

●古紙配合率　100％

７月臨時会における議案の審議結果

９月定例会における議案等の審議結果
番　号 件　　　　　　　　　　　名 議決結果

議第７０号 平成２１年度人吉市一般会計補正予算（第４号） 原案可決
議第７１号 平成２１年度人吉球磨地域交通体系整備特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第７２号 平成２１年度人吉市カルチャーパレス特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議第７３号 平成２１年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第７４号 平成２１年度人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第７５号 平成２１年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第７６号 平成２１年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第７７号 平成２１年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議第７８号 平成２１年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議第７９号 平成２１年度人吉市国民宿舎特別会計予算 原案可決
議第８０号 平成２０年度人吉市水道事業特別会計決算の認定について 継続審査

議第８１号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例及び人吉市教育委員会の教育長の給与及び勤務時間
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第８２号 人吉市行財政経営検討委員会設置条例の制定について 原案可決
議第８３号 人吉市補助金審査委員会設置条例の制定について 原案可決
議第８４号 人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第８５号 特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第８６号 人吉市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第８７号 損害の賠償について 原案可決
議第８８号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意
議第８９号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原案同意

諮第１号～
諮第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推　　薦

議第９０号 平成２０年度人吉市歳入歳出決算認定について 継続審査

番　号 件　　　　　　　　　　　名 議決結果
議第６９号 平成２１年度人吉市一般会計補正予算（第３号） 原案可決


